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うち、幼児期に著しい骨格性および歯性の反対校合 (ζANBくー lSD 、 Huddart らの crossbite scoreく -10) を呈
した片側性口唇口蓋裂の 57 人(男 28 人、女 29 人)で、いずれも口唇口蓋裂以外に頭蓋顎顔面の成長発育に影響を
及ぼす明らかな疾患を有していなかった。上顎歯列弓の拡大を併用した上顎前方牽引治療を行い、牽引終了後概ね 5
年間経過観察を行った。牽引治療開始時の Hellman の校合発育段階IIA および IIC 期(平均年齢 5.8 才)に開始した
乳歯列期群 37 人(男 18 人、女 19 人)と皿AおよびillB 期以降(平均年齢 8.3 才)に開始した混合歯列期群 20 人(男




スの第二乳臼歯部のバンドの頬側面から乳犬歯部に延長されたフックより、片側 150"'-'180 g で吹合平面に対して 0




牽引治療開始時 (T1) の顎顔面形態、牽引治療の期間と効果、牽引治療終了時 (T2) の顎顔面形態、牽引による 4








・上顎に関する計測項目では、乳歯列期群も混合歯列期群も非裂の骨格性 1 級者に比して、 ζSNA、 Ptm'-A'、
Ptm'-ANS は有意に増加し、 NF-SN は有意に減少した。また、両群とも A 点およびANS は前下方に、 PNS
は後下方移動した。なお、乳歯列期群では混合歯列期群に比して A 点の前方移動量は有意に大であった。
・下顎に関する計測項目では、両群ともに骨格性 1 級者に比して、 ζSNB は有意に減少し、 Mp-SN は有意に
増加した。また B 点、 Me、 Go は後下方に移動した。なお、 B 点の下方移動量は乳歯列期群では混合歯列期
群に比して有意に大であった。
・上下顎関係に関する計測項目では、 ζANB および A包/NF は両群とも骨格性 1 級者に比して有意に増加し
た。なお、乳歯列期群では混合歯列期群に比し、どこANB の増加量にどこSNA の増加量の占める割合が大きい
ものが多かった。
2. 上顎前方牽引治療終了後 5 年経過観察中における効果の安定性
・上顎に関する計測項目では、両群とも骨格性 1 級者に比してどとSNA は有意に減少し、 NF-SN は増加する傾
向を示した。また、両群とも A 点および PNS は後下方、 ANS は下方に移動し、 A 点および ANS の前方移
動量は骨格性 1 級者に比して有意に小で、あった。
・下顎に関する計測項目では、 ζSNB の増加量は骨格性 1 級者に比して、乳歯列期群では小さい傾向を示した
が、混合歯列期群では大きい傾向を示した。また、 B 点は前下方に移動した。なお、 B 点の前方移動量は骨
格性 1 級者に比して、乳歯列期群で、は有意に小であるのに対し、混合歯列期群では有意差はなかった。
・上下顎関係に関する計測項目では、どとANB は骨格性 1 級者に比して、混合歯列期群では有意に小で、あった
のに対し、乳歯列期群では小さいものの有意差はみられなかった。また、乳歯列期群では混合歯列期群に比
し、骨格性 1 級が保全できた症例が多かった。
(考察)牽引治療中の上顎の前方移動は乳歯列期群で明らかに大きく、経過観察中の上顎に関する後戻りの程度は両
群で、差はなかったものの、下顎の後戻り量は乳歯列期群では少なかった。このことより乳歯列期群では混合歯列期群
に比して早期に構築された機能的な吹合関係がその後の上下顎の成長発育に調和をもたらすものと考えられる。
(結語)反対岐合を呈する片側性口唇口蓋裂患者における上顎前方牽引治療は、乳歯列期に開始した乳歯列期群では
混合歯列期に開始した混合歯列期群に比して、治療の効果と安定性が大きいと考えられた。
論文審査の結果の要旨
口唇口蓋裂患者の上顎前方牽引治療の意義を明らかにする目的で、乳歯列期および混合歯列期に牽引治療を開始し
た片側性口唇口蓋裂患者の顎顔面形態を分析した。乳歯列期開始群では混合歯列期開始群に比して上顎前方牽引治療
中においては上顎前方移動が大であり、牽引治療終了後経過観察中においては下顎の前方移動が小で、あり、骨格性 1
級が保全できた症例が多かった。以上より、反対吹合を呈する片側性口唇口蓋裂患者に対する上顎前方牽引治療は、
乳歯列期開始群では混合歯列期開始群に比して、治療の効果と安定性が大きいと考えられた。
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